
三次結合複合動詞の構成要素について

三　　　　　　　二次結合との比較を通して
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要　　　　　　　　　　　　　　　１ ．はじめに
素
に

つ
い　　複合動詞とは複数の動詞によっ て構成されるという形態的な特徴を持つ動詞を指して
て

　　いる。一般に「動詞十動詞」の二次結合の複合動詞が多いが，「複数の動詞」というこ

　　とが可能である以上，三次結合の複合動詞或いは四次結合の複合動詞が存在しても不思

　　議ではない。そこで，本稿は主に三次結合の複合動詞を中心に考察を進めて行きたい 。

　　そして，三次結合の複合動詞「動詞十動詞十動詞」を仮にそれぞれ前項要素，中項要素 ，

　　後項要素と呼ぶことにする。用例は［複合動詞資料集ｊを利用し，そこから１８５例ほど

　　抽出することができた。なお，四次結合の複合動詞は，上記資料集から「し～立て一上

　　げ＝得る」の一例しかなく ，それを入れると１８６例となる 。

　　　考察に当た って，二次結合複合動詞の構成要素も同時に取り上げ，二次結合複合動詞

　　と三次結合複合動詞との関連性などについて検討し，また，各項の要素が「分類語彙

　　表』における分布形態を調べ，構成要素の使用頻度と［分類語彙表』における意味の分

　　布との関係や ，一 三次結合の複合動詞の構成要素の特徴を明らかにしたいと思う 。

２． 中項要素と後項要素の相違点

　　　三次結合複合動詞の構成要素について，前項要素と後項要素が二次結合複合動詞の場

　　合とどう違うのかということがあると同時に，中項にくる要素がどういう性質を持って

　　いるのか，というのも注目すべきところである。なぜならば，三次結合複合動詞の大方

一　は，二次結合複合動詞という影の形がすでに存在しているからである。つまり「前項十
四

五　中項」或いはｒ中項十後項」の形である 。現に１８５件の三次結合複合動詞について，同

　　『複合動詞資料集」に採録されている二次結合複合動詞と照らし合わせた場合，表１の

　　ような結果を得ている 。



表１

項の組合せ

「前項十中項」にのみ

「中項十後項」にのみ

「前十中」「中十後」の両方に

二次の該当例なし

数

１００　（１００＋６４）

７（７＋６４）

６４

１４

％

８８ ．６４

３８ ．３７

３４ ．５９

７． ５６

　上記数字で分かるように「前項十中項」に１６４例も存在し，全体の８８％をしめ，そし

て「中項十後項」は７１例存在し，全体の３８％を占めている 。特に「前項十中項」と「中

項十後項」の両方に二次結合の用例が６４件も存在し，全体の３４％も占め，注目に値する

ところである 。また，この数字から中項要素は前項要素と後項要素の両方の特徴を備わ

っているということが推定でき ，取分け後項要素に近い特徴を持っているということが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　¢
推定できる 。また「前項十中項」の１６４件の出典をみると ，１３６（延べ）件は辞書の見出

し語として採録されている 。一方，「中項十後項」の方は７１件のうち ，２６件のみ辞書に

見出し語として掲載されている 。それは後項要素となる「～始める」「～得る」「～続け

る」などのような語は一般に辞書に載せないというのが一つの理由として考えられる 。

いま一つは二語の結びつきがまだ弱いということも考えられる。では中項要素に一体ど

ういう特徴があるのか，また中項と後項にくる要素の類似点と相違点が何であるのか ，

ここでこの二点を中心に考察を進めたい 。

２－１二次結合とのかかわり

　まず二次結合とのかかわりについてみると ，三次結合複合動詞の構成要素は今回調べ

た範囲では中項要素の異なり語数が最も多かった。各項の異なり語数と語の負担率は表

２の通りである 。

　表２

数
複合動詞数 総要素数 共通要素 各項のみ 各項要素 負担率

次

一一 前項 ６０ ７４ ２． ５

中項 １８５ １７８ ２９ ６４ ９２ ２． ０１

次 後項 ２５ ４３ ４． ３

二 前項 ７４３２ ２１６６ ５７４ １３３３ １９０７ ３． ８９

次 後項 ２５９ ８３３ ８． ９２
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　　注 ：二次結合の統計は［複合動詞資料集』による

　表２で分かるように各次の構成要素の負担率は，共に後項要素が高く ，同一語の使用

率が高いということを示している。また中項にくる要素の異なり語数は９２件で，前項よ



　りもバラエティに富んでいる。では三次結合複合動詞の各項の上位を占めている構成要

　素にどんなものがあるのか，二次の使用度数と合わせて表３で見ることにする 。なお ，

　紙幅の関係でそれぞれ使用度数３までの語と限定した。また，表２で挙げた２９件の各項

次　の共通要素も同時に示す 。
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二次結合 三次結合 二次結合 三次結合

要素 前項１後項 前項１中項１後項 要素 前項１後項 前項１中項１後項

引く
１４０１ ３ ２４１ 掛ける １９１２３６ １１３１１６

打つ
１０４１

４ ８１
切る

５５１２０７ ５１１１３

　つ
１０７１ １ ５１ 見る

１０５１ ９ ２９１１１

突く ７５１ ０ ４１ 取る １１４１７０ １０１４１

押す
９５１ １ ４１ 落ちる ２２１２７ ６１１１

書く ６６１ ０ ３１ ↓止つ ５５１５７ ４１１１

追う
３５１

Ｏ ３１
掻く

５９１
２ ３１１１

呼ぶ
３３１ Ｏ ３１ 張る

２４１ ８ ２１８１

結ぶ
１２１

２ ３１
する

４７１
Ｏ ２１１１

付ける ２０１１４３ １０１ 受ける ２２１１１ ２１１１

ずる ６１ ２ ｇ１ 付く １２１７５ １１６１

詰める ｇ１２８ ７１ 駆ける
２２１ １ １１２１

くる ０１ ２ ５１ 反る
１１ ３ １１１１

立てる １９１７２ ４１
行く

２９１３５ １１ １

替える １１５１ ４１ 出す
１３１４３２ １５１２５

戻す
Ｏ１１５ ４１ △　　、

口　つ
０１２７３ ３１１６

着く ４１ 込む
５１２３１ ３１４

掛かる ５１９０ ３１ 上げる
３１１２９

３１２

得る
３１４３２ ２７

入る ｇ１５８ ３１１

始める ２１３９９ ２３

回す １１４３ ２１４

兼ねる ２１１１０ １２

返す
０１７３ ２１３

続ける ４１１６９ ７ 回る １１１４５ １１２

過ぎる
３１１７３

６ 直す
１１７２ １１１

返る ２１４７ ５ 上がる ７１７１ １１１

おる Ｏ１３３ ３ 抜く １２１５０ １１１

通す ４１４９ １１１

歩く １４１３３ １１１

起こす ５１１８ １１１

巻く
２１１ ４ １１１

注： 「着く」という漢字を用いた二次結合の用例はなかった 。



　前頁の表で分かるように，三次結合で上位を示す構成要素は二次結合においても比較

的使用頻度が高い。項別に見ていくと ，前項要素において二次結合で「引く ，打つ，言

う， 押す，突く」など使用度数の高いものは，三次結合においても同様の結果を得てい

る。 そして，後項要素においては，前項要素と同様で二次結合で「得る ，始める ，兼ね

る， 過ぎる」などの使用度数の高いものは，三次結合ででも使用例が多い。また，中項

要素については，それの二次結合における前項と後項の使用頻度をみると ，ほとんどは

後項の使用度数が高いものによっ て占められている 。中項で度数１となっ ている要素

ｒくびる ，醒ます，干る ，垂れる ，穿つ，扱う ，解ける ，ぼける ，荒ぶ，戯れる ，転ば

す， 比べる ，乱す」などは二次結合においても ，それぞれ使用例が極めて少ない。特に

中項要素で度数が上位になっ ている「ずる」「くる」はそれぞれ二次結合の使用例より

も多くなっ ている 。その具体例を見ると ，二次結合では「ずり上げる ，ずり落ちる ，ず

り下りる ，ずり下がる，ずり出す」「這いずる，引きずる」とあり ，三次結合では「駆

けずり回る ，引きずり回る ，引きずり込む，引きずり出す，引きずり落とす，引きずり

回す，引きずり上げる ，引きずり下ろす，引きずり行く」とある。三次緒合の９例のう

ち８例は「引きずり～」の形で，後項には方向を示すような語が中心となっ て接続され

ている 。これは「引きずる」の結合関係が極めて強いことを意味し，また，その９例の

うち「～上げる，～下ろす，～行く」を除き ，他の６例は全部三次結合の形で辞書に見

出し語として載せてあり ，三次結合そのままが　語としての性格が強いということを物

語っ ている 。

　一方「くる」の二次結合の例を見ると ，「こねくる ，塗りくる」の二例しかなく ，三

次結合ではｒこねくり返す，反りくり返る，煮えくり返る ，引 っくり返す，引 っくり返

る」とあり ，後項にくる要素が「返す，返る」と限られている 。また後三例は辞書に掲

載されている語である 。ちなみに三次結合複合動詞１８５件のうち ，僅か１７件のみ辞書の

見出し語として掲載され，「ずる」「くる」はそのうちの８例を占めている 。このことか

らも三次結合の複合動詞が臨時的な結合関係をなしているものが多いと見ることができ

る。

　また２９件の共通要素について見ると ，まず三項共通の要素「掛ける」「切る」は，二

次結合では共に後項要素としてよく用いられたが，前項要素としても特に「切る」の方

は５５件という比較的多くの用例が見られる 。「切る」「掛ける」は前項要素として用いら

れるときは単独動詞本来の意味を保持しているが，後項要素として用いられるときは単

独動詞本来の意味から離れ，独自の意味をなしている 。［複合動詞資料集』にはちょう

どこの二語による二次結合の複合動詞「掛け切る」「切り掛ける」がある 。「切る」「掛
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ける」のこのような前項要素にも後項要素にもなり得ることから三次結合の中項にも位

置し得たのではないか 。

　また前項と中項の共通要素は，二次結合では「落ちる」「立つ」が両項要素として活

躍し，「付く」は後項としての用例が多い。「張る」は二次結合では前項の方がリードし

ているが，三次結合では後項の方が逆転している状態で，その具体例を見ると「引 っ一

張り＝出す」のように，「引
っ一張り～」の形で６語も構成している。「駆ける」も「追

い一駆け＝合う」「追い一駆け＝回す」とあるように，前一中は同一要素による構成と

なっ ている 。残りの「見る ，掻く」などは二次結合と三次結合では共に前項の方に用例

が多い 。

　一方，中項と後項の共通要素は，二次結合では後項の用例数が圧例的に多い。特に

「出す，合う ，込む，上げる」などは後項要素としての使用率が極めて高く ，三次結合

の中項要素としても用いられる。言い換えると ，これらの要素の後項にはさらに他の要

素が付くことが可能だったわけである 。

　「出す」を例にとると ，二次緒合では前項としての「出す」は「合う ，得る ，遅れる ，

憎む，掛ける ，兼ねる ，切る ，渋る ，過ぎる ，尽くす，続ける ，抜く ，始める」などの

語と接続しているが，三次結合では「言い出し掛ける ，言い出し兼ねる ，言い出しそび

れる ，売り出し掛ける，書き出し始める ，作り出し得る ，乗り出し過ぎる，切り出し兼

ねる ，引き出し得る ，拾い出し得る ，突き出し合う ，見出し得る，見出し掛ける ，見出

し兼ねる ，見出し始める」などの例がある。「そびれる」を除くと ，全部二次結合の後

項で用いられている要素であり ，それも「得る，掛ける ，兼ねる」に集中されている 。

２－２三次結合複合動詞の中項要素と後項要素の相違点

　複合動詞の後項動詞の意味について，武部良明（１９５３）では（１７５語）についての機

能的な分類，姫野昌子（１９８８）ではよく使われる動詞（約７０語）についての分類などが

あるが，ここでは便宜上，新美和昭 ・山浦洋一・ 宇津野登久子（１９８７）の分類をもとに ，

以下のように分類し，三次結合における中項と後項の主要な要素について考察する 。

０方向性を表すもの

　中項 ：上がる ，上げる ，込む，入る ，回す，回る ，返す，移る ，去る ，下げる ，合う

　後項 ：上がる，上げる ，込む，入る ，回す，回る ，返す，返る ，下ろす，下がる ，合

　　　　う

◎時間相を表すもの　　　　　　　　　　　程度を強調するもの

　中項 ：掛ける ，掛かる，続く　　　　　　中項 ：入る ，抜く ，切る ，立てる

　後項 ：掛ける ，始める ，出す，続ける　　後項 ：入る ，抜く ，切る ，果てる ，払う



＠完遂を表すもの　　　　　　　　　　　　付着を表すもの

　中項 ：通す，抜く ，上げる ，切る　　　　中項 ：付く ，付ける ，詰める

　後項 ：通す，抜く ，上げる ，切る　　　　後項 ：

＠失敗 ・消滅 ・変形を表すもの　　　　　¢再試行を表すもの　　　　　　　　　　次
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結

中項 ：去る ・潰す 中項 ：直す，返す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合　後項 ：　　　　　　　　　　　　　　　　　後項 ：直す，返す　　　　　　　　　　　動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　詞
＠可能 ・不可能を表すもの　　　　　　　　　過不足を表すもの　　　　　　　　　　　の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　構
　中項 ：　　　　　　　　　　　　　中項 ：　　　　　　　　　　　　成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要

後項 ：得る ，兼ねる 後項 ：過ぎる ，損なう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ　こうして分類してみると ，＠＠の項には後項要素の該当例がないということが分かり ，い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て
つまり ，三次結合の後項には付着を表すもの，失敗 ・消滅 ・変形を表すものが位置しに

くいということが言える 。また＠＠の項には中項要素の該当例がなく ，可能二不可能 ・

過不足を表すものが中項要素になりにくいと言える 。さらに時間相を表すものの中で

「始める ，続ける」の二語も中項要素になりにくいのである。ｏ　＠¢の項は中項にも

後項にも位置し得る 。ここで中項の後に接続する後項要素の具体例を幾つか見ることに

しよう
。

　～出し～（始める ，掛ける ，兼ねる ，得る ，過ぎる ，合う ，そびれる）

　～付け～（始める ，合う ，得る ，出す，あぐねる ，当たる ，損なう）

　～付き～（始める ，掛ける ，合う ，得る ，泊る）

　～詰め～（始める ，合う ，出す，続ける ，返す，過ぎる）

　～込み～（得る ，掛ける ，兼ねる）

　～掛け～（始める ，合う ，出す）

　～上げ～（始める ，掛ける ，おる）

　～替え～（始める ，掛ける ，出す，得る）

　～戻し～（掛ける ，得る ，兼ねる）

　～合い～（出す）

　このように中項の後項にくる要素はｒ始める ，合う ，兼ねる ，出す，過ぎる ，続ける ，茜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○得る」などの補助動詞的な要素やアスペクトを表すものが多く ，「始める ，続ける ，兼

ねる ，過ぎる ，得る」などは，中項に出現しにくい要素である 。

　なお，この分類はおのおのの動詞が複合動詞の後項要素として活躍する時に示す意味

を中心に分類しているので，具体例を合わせると若干ずれが生じる可能性がある 。



３． 『分類語彙表』における三次緒合複合動詞構成要素の分類傾向

　　　［分類語彙表』で三次結合複合動詞の構成要素がとのような分布になっ ているのか ，

次　また二次結合複合動詞の構成要素と比較した場合，どういう特徴を持っているのか考察
結

合　してみたい。なお，二次結合複合動詞の構成要素については度数順構成要素上位度数２０
複
合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

動　 までの語と限定し，度数２０までの動詞は全部で１３０語あ った・これらの動詞については
詞　　　　　　　　　　　　　　　
の　帰無仮説を立て，有意差検定を行い，Ｘ２値分布の５％（３ ．８４１４６）を基準にして，それ
構
成　ぞれの動詞の複合動詞における位置を判別した。この判例によっ て， 前項 ・後項 ・両項
要

素　のそれぞれに位置しやすい動詞は５６，６１，１３という数字を得ている 。以下三次緒合複合
に

二　動詞の構成要素と二次結合複合動詞の構成要素が『分類語彙表』における分布数を表４

て

　　に示す 。

　　　表４

２・ １ ２・ ３ ２・ ５ 二項以上

またがる

　合計
ことなり）

　　　類　　；五　　口数次　項

２１３３語 ２１３７語 ４６７語

前項 ２０（７） ２７（７） １（２） ８ ５６二　　次

後項 ４８（８） ４（７） １（１） ８ ６１

両項 １０（２） １（２） ２ １３

前項 ３３（１０） ２５（１１） ４（３） １２ ７４三　　次

中項 ６４（１１） １６（１１） １（２） １１ ９２

後項 ２７（７） ７（７） １（２） ８ ４３

　　　　注 ：（　）の中の数字は各項が他の分類とかさなる数字である 。

　　　まず分布状況について見ると ，二次結合では前項要素が２・３の精神及ぴ行為に，そし

　　て後項要素が２・１の抽象的関係にそれぞれ多く分布しているのに対して，三次結合では

　　前項要素，中項要素，後項要素は共に２１に分布例が多いが，前項要素は中項要素や後

　　項要素と比べた場合，やはり２３における分布例が多いということが分かる 。上記数字

　　から傾向として前項要素には２・３の動詞が，後項要素には２・１の動詞がそれぞれ位置しや

　　すいということが分かる。これは二次結合と三次結合の共通した特徴であると言えよう 。

二　そして三次結合の中項要素は「受け一取り：兼ねる」のような例は，後項要素「兼ね

九　
る」を外したら「受け＝取る」のように二次結合として考える場合「取る」は後項要素

　　となるので，三次結合の中項要素は後項に近い特徴を持 っていると推定できる。勿論

　　「押
っ： 取り一巻く」のように前項要素「押す」を外したら「取る」は前項要素となる

　　例も少しある 。

　　　また各項の要素とも２・１では２ ・１４，２ ・１７，２ ・１８，２ ・１９に分布している例が少なく ，２ ・



１５には例が集中している 。これは『分類語彙表』における２・１５に分布されている語自体

多いということと関連している 。ｒ分類語彙表』における２ ・１の総数は２１３３語であり ，そ

のうち２ ・１５は１５４３語全体の７２％をも占めている 。一方２ ・３では２ ・３２，２ ・３５，２ ・３６に分布

している例が少ない。では，おのおのの項の細分類を表５に示す。（紙幅の関係で具体　次
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結
例を省略し，その数字のみを示す）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　複

表５　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　動
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　詞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　構
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　素
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て

次 三次結合 二次結合

　　　　 前項 中項 後項 前項 後項 両項

２・ １ ２１３３ ４３ ７４ ３４ ２７ ５６ １２

２・ １１ １３７ １ １ ４ １ ２

２・ １２ １７６ ５ ７ ５ ３ ８ ２

２・ １３ ９１ ２ ４ １ １ １ １

２・ １４ １０

２・ １５ １５４３ ３７ ６６ ２９ ２１ ５０ １１

２・ １６ ６６ １ １ ２ １ １

２・ １７ ４４ １ １

２・ １８ ３２

２・ １９ ３４ １

２・ ３ ２１３７ ３６ ２７ １４ ３４ １１ ３

２・ ３０ ７４３ ８ １０ ４ １１ ５

２・ ３ユ ２２１ ５ ３ ６

２・ ３２ ２１

２・ ３３ ３２１ １５ ６ ２ １１ １

２・ ３４ ５６ １ ２ ２ １ １

２・ ３５ １７８ １ １ １

２・ ３６ ２０１ １ １ １

２・ ３７ １７２ ４ ４ ５ ４ ３ ３

２・ ３８ ２２４ ４ ２ １ ２ １

２・ ５ ４６７ ７ ３ ３ ３ ２
’　　‘　’　‘　　１　‘　‘　　’　‘　１

２・ ５０ １１４ １ １

２・ ５１ １８１ ５ ２ １ ２

２・ ５８ １７１ ２ １ １ ２

　　注 ：同一分類内においても例えば「出す」は２ ・１２１と２ ・１５３０二分類以

　　上にまたがっている動詞があるので，合計数字は各項の異なり語数　　　　　　　　　　　　＿

　　　と一致しない場合がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八
　表５のように２ ・１４，２ ・１８，２ ・１９や２ ・３２などは，もともとそこに分類されている動詞が

少ないため，複合動詞の構成要素の分布が少ないというのもあれば，２ ・３５ ，２ ・３６のよう

にそこに分類されている動詞の数は少なくないものの，複合動詞の構成要素の分布例が

極端に少ないのもある 。しかし，全体的には三次の前項と二次の前項及びそれぞれの後
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七

項は分布例数に多少差があるものの，その分布状況は比較的一致していると言える 。な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＠
お， ［分類語彙表ｊに取り上げている動詞は複合動詞も含まれている 。

　では，具体的に三次結合の各項に位置しやすい動詞の意味についてみると ，まず２ ・１

の抽象的関係は，２ ・１１１～２ ・１１３の関係，異同，包摂などは，前項の分布例はそれぞれ１

例のみで後項にくらべ出現率が低く ，後項には合う ，兼ねる，当たるなどの語がある 。

２・ １２０～２ ・１２５の出現，発生などは，前 ・中 ・後の各項とも分布例が割合に多く ，前項の

「消える」「出る」に対して中項は「消す」，また中項 ・後項は「出す」があり ，自動詞 ，

他動詞の対立をなしている。確かに「消える」と「出る」は後項要素としてはあまり用

いられないようだ。２ ・１３０～２ ・１３５の整備，でき ，損じなどは，前項，後項には１ ，２例

程度で，中項の要素も「狂う ，荒ぶ，乱す」とあるように，二次結合における使用例も

ごく僅かである 。

　２ ・１５は全体の語数が１５４３語もあるため，その細分類でみることにする 。まず２ ・１５８０～

２・ １５８３（１１５語）の増減，伸縮などは，前，中，後にわた って該当例がなく ，二次結合で

も同様であり ，この分類の語は複合動詞の構成要素に成りにくいと言えるのではないか 。

勿論二次結合の使用度数の低い要素になると ，分布例が多少見られる可能性がある 。２ ・

１５００～２ ・１５０３（９４語）の変化，開始，連続などにおける「直す，始める ，続ける」のよ

うな語は後項要素には成りやすいが，前項要素には成りにくいようだ。２ ・１５１０～２ ・１５１６

（１９９語）の動き ，停止，転倒などには，１６語ほどの中項要素が分布し，そのうち「立つ ，

受ける ，掛ける」は前項と共通の要素であり ，「回す，回る，起こす，掛ける」は後項

と同一の要素となっ ている。二次結合の後項もここに分布される語が多いようだ。２ ・

１５２１～２ ・１５２７（２６５語）は移動，流れ，往復の分類であり ，２ ・１５３０～２ ・１５３３（１８３語）は出

入り ，込みなどの分類であり ，２ ・１５４０～２ ・１５４１（１０３語）は上がり下がりなど，２ ・１５５０～

２・ １５５６（２０１語）は合い，組みなど，２ ・１５７０～２ ・１５７１（１９６語）は変形，破壊などの分類と

なっ ている 。これらの分類にある語は，中項，後項においては移動，方向，完遂，失敗 ，

再試行，程度などの文法的な役割を果しており ，複合動詞の後項度数の高い要素の大半

はこの２ ・１５の分類に納まっ ているようだ。同じこの２・１５に分布される語でも ，前項要素

の場合は「寝る，立つ，ほどける ，這う ，追う ，飛ぶ，汲む，乗る ，撒く ，縛る ，折る ，

切る ，掘る」とあるように，具体的な動作を表す語が多いというのが特徴的である 。そ

して前項要素でもう一つ注目すべきところは２ ・１５６０～２ ・１５６５の分類である 。この分類に

属する「打つ，ぶつ，引く ，突く ，押す」などの語は複合動詞においては接頭辞として

よく活躍する 。

　２ ・３の精神及び行為ではまず複合動詞の構成要素となりにくい分類からみると ，２ ・３２



創作，２ ・３５０～２ ・３５３交わり ，約束など，２ ・３６０～２ ・３６８支配，教育，制約などと２ ・３４２～

２・ ３４３行為，失敗などの分類にある語は複合動詞の構成要素として成りにくいことが分

かっ た。 そして複合動詞の構成要素の分布が比較的多かった分類は２ ・３００～２ ・３０９感覚
，

気分，思考，見る，聞くなどである 。２ ・３１０～２ ・３１５表現，書き ，読みの分類は後項に

はなりにくいが，中項要素には「歌う ，表す，述べる」などの例があり ，前項要素の性

格も持 っているいい例である 。２ ・３３０～２ ・３３９生活，遊び，足 ・手 ・口の動作の分類や

２・ ３８１～２ ・３８６処理，扱いの分類も同様に後項にはあまり用いられず，前項に用例が集

中している 。中でも手の動作がよく複合動詞の前項要素として活躍する。一方２ ・３７２～

２・ ３７９に出現する中項，後項要素「取る ，上げる ，受ける ，返す」などは２ ・１の分類と跨

がっ ている語である 。

　２ ・３における複合動詞構成要素の分布をまとめると ，前項要素にはよく用いられるが ，

後項要素は前項に比べ使用率が低く ，また中項要素は後項より分布例が多か ったが ，

「～くり～」を除くと殆んどは度数１の語である。二次結合も２・３に分布している後項要

素の多くは「返す，掛ける ，上げる ，直す，寄せる」など２・１とかけ持 っている動詞が

多く ，複合動詞の内部においては独自の意味をなしているものが多い 。

　また，これまでに触れなかったが，二次結合で前項と後項の両項に位置しやすい１３の

要素の大半は２ ・１に分布し ，「出る ，行く ，進む，抜ける ，通る ，上る ，落ちる ，締める ，

置く ，立つ，受ける ，払う」などはそれである 。そして三次結合の２９の共通要素は前と

中の共通要素は２ ・１と２ ・３にほぽ同じ割合で分布しているが，前項の使用度数がやや高い

ようだ。一方，中と後の共通要素の殆んどは２・１に分布している 。この共通要素もある

程度，前 ・中 ・後のそれぞれの項が『分類語彙表』における分布状況を反映していると

言える 。

　２ ・５の自然現象は前 ・中 ・後の三項にともに分布例が見られたが，中項と後項に現わ

れた動詞の２・５における意味をみると ，中項「消す≠火」，後項「損う≠病」「澄ます≠

凝り ，粘り ，澄ます」のように，どれも複合動詞の中項或いは後項の意味とずれており ，

また以上挙げた動詞は皆２ ・１か２ ・３の分類と跨がっているものである 。三次結合では中一

後の組合せ「～十一からびる」の一語と二次結合「～殺す」だけである。とすると中項

と後項はあまり２・５の動詞が用いられず，２ ・５は前項に比較的よく用いられると考えてよ

いであろう 。
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４． 終わりに

以上三次結合の複合動詞の構成要素について二次結合の場合と比較しながら考察した 。
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江戸時代までは濁音なとの関係で複合動詞を一語として認めないと一般にいわれている

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
が， 現代語においても他の複合語に比べ，複合動詞の濁音率が低く ，一語としての定着
　　　　　　　　　　　　　　　　　
度が低い。『複合動詞資料集』の統計を見ても分かるように，辞書に掲載されている複

合動詞の数は全体の３７％に過ぎず，この三次結合の複合動詞となると１８５語のうち１７語

のみ辞書の見出し語として掲載され，全体の９ ．１８％に過ぎない。「複合語は単語と文と

の間に位置するものであり ，いわば圧縮された文と言ってよい」と阪倉篤義（１９８０）で

言うように複合動詞，殊にこの三次結合の複合動詞がまさに圧縮された文であると言え

よう
。

　複合動詞のこうした特徴から，その結合関係も臨時的な，その場限りの使い方をなし

ているものが多い。林四郎（１９８２）では臨時的に結合される語を臨時一語と呼んでいる 。

また，玉村文郎（１９７５）では臨時　語を含めた複合語の結合契機について述べられてい

る。 本稿ではこのいわゆる臨時一語的な性格を持っている三次緒合複合動詞の構成要素

の形式的な分類や分布状況を中心に触れたわけだが，語の意味構造や語の結合関係，二

次結合と三次結合の語レベルの関係なとについてはまだ考察する必要があり ，これを後

論で述べることにしたい 。

注

０１３６と２６は「言い一出し＝掛ける」「言い一出し：兼ねる」のように「言い出す」を延べで数

　えている 。

　　この１３０語の位置判別は修士論文で作業したものを利用している 。

　つまり ，それぞれの要素を前項要素にも後項要素にも等しく現れるとする 。「出す」を例に

　とる 。

　　出す　　　前項　　　後項　　　計

　　実測値　　１３　　　４３２　　　４４５

　　理論値　　２２２ ．５　　２２２ ．５

。・
（１・一・…）２ 。（…一・…）２

　　　　２２２ ．５　　　　　　　　　　２２２ ．５

　　 ：３９４ ．５１９１

一　　　Ｘ２

五

Ｘ２
値分布自由度１

，８４６．６３Ｘ
従っ て， 「出す」が前項にも後項にも等しく現れるという仮説が起こるのは１％以下なので



　危険率は１％以下である 。仮説が成立しないのでｒ出す」は後項要素である 。

＠　例えば，２ ・１４に分類されている１４語のうち ，７語が複合動詞という形態をなし，３語のみ単

　純動詞である 。

　　戸田綾子が２３０回（１９９３，８，３１）同志社国語学研究会において，複合動詞の連濁について口

　頭発表された時，「動詞連用形十動詞」の形に連濁率が低く ，複合語としての熟合度に問題が

　感じられたと述べられた 。

＠　『複合動詞資料集』の用例は大きく分けて「文学作品等データ」と「辞書データ」の二種類

　からなる 。
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＠　肥田野直 ・瀬谷正敏 ・大川信明『心理教育統計学』（培風館，１９６３，３，１０，初版第３刷）
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